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研究成果の概要（和文）：本研究は,日本哲学会男女共同参画・若手研究者支援ワーキンググループが中心とな
り,哲学分野における男女共同参画推進と若手研究者支援に関する理論的考察を深化させると共に，大規模アン
ケート調査を複数回実施することによって得られた根拠事実の精査・公表を踏まえ，学術としての哲学が健全に
継承されるために必要なジェンダー平等推進と若手研究者育成を支える基盤を理論・調査・実践の三方向から構
築した．また日本哲学会大会におけるワークショップの継続的展開，北海道哲学会，東北哲学会，関西哲学会，
西日本哲学会，科学哲学会との共催ワークショップの初の開催，さらに英国哲学会との協力関係の構築等々を通
して議論の場を拡充した.

研究成果の概要（英文）：Even though the percentage has increased in recent years, women still 
comprise only about ten percent of the over 1400 members of the Philosophical Association of Japan;
this demonstrates that certain factors obstruct women's participation in philosophy as an academic 
discipline. We have been actively tackling various issues related to both gender-equality promotion 
and support for early career researchers. We administered questionnaire on these issues. Based on 
the new survey's results, we held discussions from a variety of perspectives to share "facts". We 
invited Dr. Joe Morrison, the director of British Philosophical Association, and learnt the“Good 
Practice Scheme”which has a considerable equality-related intellectual background in UK. We 
organised a number of workshops with British Philosophical Association, Tohoku Philosophical 
Association, Nishinihon Philosophical Association, Science Philosophy Association, Hokkaido 
Philosophical Association and Hiroshima University etc.

研究分野： 哲学

キーワード： 哲学　男女共同参画　若手研究者育成　ジェンダー平等　理論的研究　実践的研究

  ６版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
男女共同参画推進と若手研究者支援を巡る諸問題を哲学的知見から学術的に基礎付けると共に，大規模アンケー
ト調査を複数回実施し，そのデータ分析に基づく事実認識を広く共有するための実践的諸活動を内外の関連諸学
会との協力体制を構築しつつ幅広く展開しえたことは，本邦の哲学領域における研究教育の健全なる発展にとっ
て有益であったと思われる．また本研究活動が一つの契機となり，人文社会科学系学協会男女共同参画推進連絡
会（通称「GEAHSS：ギース」）が正式に発足したことも，人文社会科学に内在する固有の諸問題を解決するため
の連携体制への貢献という意味において，本研究の重要な成果の一つといえるだろう．



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

哲学思想分野における男女不平等問題：いくつかの分野を除き、日本の学術における研究者数

の男女不均等は、男女共同参画社会にとって大きな問題である。人文科学においては、女性研

究者の割合が 35％を超える分野が多いが、哲学分野は 20％を切り、理系の平均をも下回る状

況であり（日本統計 2014）、哲学そのものに付随するジェンダー・バイアスを多角的に再検討

する必要がある。さらに女性研究者が抱える諸課題に関して哲学的視点から議論を展開し、学

問の健全なあり方を共に考究する姿勢が特に哲学界に求められている。 

日本哲学会の男女共同参画への活動：この問題に取り組むべく、日本哲学会は 2005 年に「男

女共同参画推進に関する WG」を立ち上げて、全会員に対して男女共同参画に関するアンケート

を実施した。このアンケートから、哲学という学問そのものに女性への偏見が潜在的に付随す

ることが浮き彫りになり、教育・研究環境の中で女性が不利な立場に立たされている現実に対

して学会として認識を共有し、解決策を模索するための基盤が整備された（日本哲学会 HP 参

照）。また女性研究者の抱える問題は、出産・育児支援の不足、ロールモデルの少なさ、人文

社会科学におけるポストの減少、大学外でのキャリアパスの選択肢の欠如などとも関連してい

ることが明らかになった。調査結果を受け、日本哲学会は 2012 年に新たに「男女共同参画・

若手研究者支援 WG」を設立した。「若手研究者支援」を加えたのは、男女不平等が就業問題と

関係していることが判明したからである。公正さの観点から男女平等を学術的に基礎づけ、性

別に関わりなく見通しのきく、選択肢豊かなキャリアパスを提示することが哲学の使命であり、

また優秀な研究者の輩出を可能にすると思われる。 

男女共同参画と若手研究者支援の融合：若手女性研究者を支援するための方策は、近年深刻に

なっているいわゆるポスドク問題とも繋がってくる（国公労調査時報 2010）。2006 年以降、ポ

スドク問題を認識した文部科学省は「キャリアパス多様化事業」を開始し、2008 年には日本学

術会議が若手人材育成問題検討分科会の報告を行っているが、このどちらもが自然科学系を主

な対象としている。同様の取り組みは人文社会科学の領域においても積極的に展開される必要

がある。このために本 WG は、2012 年に日本学術会議で人文社会科学系における男女共同参画

学協会連絡会設立の呼びかけを行い、設立準備会を築くきっかけを作り、学協会連絡会発足の

ための諸活動に積極的に取り組んでいる。 

また同時に、女性だけでなく、若手男性研究者にも多様なキャリアパスが提示されねばなら

ない。人文科学に対するニーズが変化する中、哲学思想を基盤に据える本質的に豊かな教育的

資源を社会に還元するための各種方策および諸実践の展望を新たに構築しなければならない。

哲学思想の再定義とその意義の再編成、それを大学などで教育するための方法についても開発

する必要性がある。また、研究業績を国際化し、国際的な研究教育職のポスト開拓もなされる

必要がある。 

これらの認識に立って、本学会 WG は、2013 年に「哲学とミソジニー」と題したワークショ

ップ（以下、WS）を開き、戒能民江氏（お茶の水女子大学名誉教授）を提題者に迎えた。哲学

そのものに内在するミソジニー（女性嫌い）を問い、女性が哲学研究に従事することの困難さ

を提起した本 WS は本邦の哲学界において画期的な試みであり、大きな反響を呼んだ。 

また 2013 年には、若手・非-常勤職研究者の受ける教育、研究環境、就業、労働に関するア

ンケート、さらに「哲学思想系学部・修士・博士課程男女構成比アンケート」を行った。2014

年の若手・非-常勤職研究者支援のための WS でこれらの調査結果を発表し、若手研究者の就職

や研究継続に関する困難やキャリア継続の問題について検討し、今後の提言につなげることが

できた。 

さらに 2015 年の研究大会において「gender equality(男女共同参画) の理念と現状」とい

うテーマで WS を開催し、提題者として藤江陽子氏（文部科学省幹部）および中島千鶴氏（ロ

ンドンメトロポリタン大学教授）を招聘した。男女共同参画（gender equality）の理念を支



える「平等性（equality）」概念を多様な論点から再検討することによって、男女共同参画に

関する哲学的議論を深化させる契機となった。2013～2015 年の WS の諸成果は、『理想』（695

号 2015 年）の男女共同参画特集号に掲載されており、哲学界における議論の一層の進展が着

実に蓄積されている。 

このように日本哲学会では、男女共同参画の理念と哲学、そして若手研究者育成を巡る諸問

題を相互に連動させながら議論を深める諸活動を展開している。諸状況を少しでも健全な善き

方向へと転換するためには、諸活動の一層の充実と関連する各方面との有機的連携が求められ

る。 

 

２． 研究の目的 

本研究は、日本哲学会男女共同参画・若手研究者支援ワーキンググループ（以下、WG）のメ

ンバーが中心となり、哲学・思想分野における男女共同参画と若手研究者育成に関する哲学

的・理論的な整備を行うと同時に、それを強力に推進する方法を開発することを目的としたも

のである。日本哲学会は 2012 年に上記 WG を設立し、男女共同参画を哲学的に基礎づけると同

時に女性研究者を育成する課題をはじめ、人文科学教育に大きな変革と国際化が迫られる中、

新しい教養としての哲学思想の役割を自覚した若手研究者をどのように養成するかという問

題に取り組むことを開始した。本研究はそれをより強力に発展させ、人文社会科学における男

女共同参画・若手研究者育成の一つの礎となるような、哲学的に妥当かつ有効な方法論を開発

することを目指した。 

 

３． 研究の方法 

課題１.男女共同参画と哲学思想の社会的意義についての理論的 

考察、２.男女共同参画とキャリア形成に関する調査、３.若手 

育成のための新しい教育方法の開発の三つの課題をグール

ープに分けて担当し、図のようなフィードバックを通じて

進める。課題１は、学会での WS や論文発表などを通して練

り上げ、課題２は統計調査とインタビューを専門の調査者

を入れて進める。課題３は、１と２の理論とデータを基に

WS、講演会、研修会を通じて実行し、２と３にフィードバ

ックする。 

 

４． 研究成果 

2016 年 5 月 日本哲学会第 75 回大会（京都大学）＜WG 主催 WS＞ 

     「哲学と導入教育―哲学教育の質的向上を目指して」 

     (『哲学』68 号に報告文) 

2016 年 10 月 「ポジティブ・アクションの根拠とは？ 男女共同参画への哲学・ 倫理学

からのアプローチ」＜WG 主催 WS＞(明治大学)（発表内容は学術論文とし

て既刊） 

2016 年 10 月 東北哲学会第 66 回大会（東北大学）＜共催 WS＞ 

         「哲学を教えること」(『東北哲学会年報』33 号に内容収録) 

2016 年 12 月 西日本哲学会第 67 回大会（熊本学園大学）＜共催 WS＞ 

      「学会で哲学するということ」（2019 年 3 月刊行報告書に内容収録） 

  2017 年 1 月 日本哲学会 WG「第二回男女共同参画アンケート」実施 

         (2019 年 3 月刊行研究成果報告書に分析結果収録) 

  2017 年 5 月  日本哲学会第 76 回大会（一橋大学）＜WG 主催 WS＞ 

 



         「どう変わる！日本哲学会」(『哲学』69 号に報告文) 

  2017 年 6 月 日本哲学会 WG「全国の哲学・思想系教員に関する調査」実施 

         (2019 年 3 月刊行研究成果報告書に分析結果収録) 

  2018 年 4 月 『哲学』69 号 特別企画 

        「ハラスメントとは何か ―哲学・倫理学からのアプローチ」 

  2018 年 5 月  日本哲学会第 77 回大会（神戸大学）＜WG 主催 WS＞ 

        「査読に通る論文の書き方」(『哲学』70 号に報告文) 

  2018 年 10 月 科学哲学会第 51 会大会（キャンパスプラザ京都）＜共催 WS＞ 

        「科学哲学・分析哲学分野の若手研究者のキャリア形成を考える」 

  2018 年 10 月 関西哲学会第 71 会大会 (龍谷大学) ＜共催 WS＞ 

        「哲学および人文・社会科学における男女共同参画推進・ 

         若手研究者支援の理念、現状、そして展望」 

        (『アルケー』27 号 内容掲載) 

  2018 年 12 月 北海道哲学会 2018 年度後期研究発表会（北海道大学） 

         ＜共催 WS＞「ホッブズ母権論の射程 

        ―中村敏子『トマス・ホッブズの母権論』を手がかりに」 

       （2019 年 3 月刊行研究成果報告書に論文掲載） 

  2019 年 3 月 第 26 回広島大学応用倫理学プロジェクト研究センター例会 

            ＜共催 WS＞「ジェンダーと応用倫理」（広大紀要に論文掲載） 
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